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泌尿器科学
1　構 成 員

平成14年 3 月 31日現在

教授 1人

助教授 1人

講師（うち病院籍） 2人 （ 2人）

助手（うち病院籍） 5人 （ 2人）

医員 1人

研修医 2人

特別研究員 0人

大学院学生（うち他講座から） 1人 （ 0人）

研究生 0人

外国人客員研究員 0人

技官（教務職員を含む） 0人

その他（技術補佐員等） 2人

合 計 15人

2 教官の異動状況
藤田　公生（教授）（H 5 .12. 1 現職）

鈴木　和雄（助教授）（H 3 . 8 . 1 現職）

牛山　知己（講師）（H 3 . 3 . 1 現職）

影山　慎二（講師）（H12. 4 . 1 現職）

大田原佳久（助手）（S55. 6 . 1 現職）

平野　恭弘（助手）（H 8 . 1 . 1 現職）

速水　慎介（助手）（H10. 4 . 1 現職）

高山　達也（助手）（H12. 7 . 1 現職）

鶴　　信雄（助手）（H13.12.31 遠州総合病院医師　H14. 1 . 1　現職）

3 研究業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数字は小数 2 位まで。
平成13年度

（1）原著論文数（うち邦文のもの） 15編 （10編）

そのインパクトファクターの合計 10.81

（2）論文形式のプロシーディングズ数 4編

（3）総説数（うち邦文のもの） 13編 （13編）

そのインパクトファクターの合計 0

（4）著書数（うち邦文のもの） 1編 （ 1編）
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（5）症例報告数（うち邦文のもの） 7編 （ 3編）

そのインパクトファクターの合計 4.55

（6）国際学会発表数 11編

（1）原著論文（当該教室所属の者に下線）
Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの

1．Suzuki K. (2001) Laparoscopic adrenalectomy：retroperitoneal approach. Urologic Clinics of

North America 28 (1)：85-95

2．鈴木和雄（2001）生体腎移植における鏡視下ドナー腎摘除術　Japanese Journal of Endourology

and ESWL 14 (1)：9-13

3．Suzuki K. Kageyama S., Hirano Y., Ushiyama T., Srinivas R., Fujita K. (2001) Comparison of

3 surgical approaches to laparoscopic adrenalectomy：a nonrandomeized,background matched
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SPONSE TO ALPHA-BLOCKER IN EACH PATIENTS WITH BENIGN PROSTATIC HY-

PERPLASIA BY POWER DOPPLER IMAGING. THE 6TH CONGRESS OF THE ASIAN
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7．Ushiyama T., Hayami S., Ishikawa A., Kageyama S., Suzuki K., Fujita K. The Change in renal
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Biology, October, Kuala Lumpur, Malaysia
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4 特許等の出願状況
平成13年度

特許取得数（出願中含む） 0件

5 医学研究費取得状況
平成13年度

（1）文部科学省科学研究費 6件 （1,210万円）

（2）厚生科学研究費 1件 （ 600万円）

（3）他政府機関による研究助成 0件 （ 万円）

（4）財団助成金 1件 （ 50万円）

（5）受託研究または共同研究 1件 （ 13万円）

（6）奨学寄附金その他（民間より） 9件 （ 720万円）

（1）文部科学省科学研究費
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床応用」720万円（新規）

影山慎二（代表者）基盤研究（C）（2）「加齢にともなう過活動膀胱ラットモデルの作成および

病態解明」120万円（新規）

大田原佳久（代表者）基盤研究（C）（2）「MDCK 細胞を用いた腎結石形成のメカニズムの解明」

40万円（継続）

平野恭弘（代表者）奨励研究（A）「副腎腫瘍におけるテロメラーゼ活性測定の臨床的有用性に

ついての検討」90万円（継続）

速水慎介（代表者）奨励研究（A）「性ホルモンが前立腺の増殖および抑制因子に与える影響に

ついて」90万円（継続）

高山達也（代表者）奨励研究（A）「蓚酸生成の制御因子としての SPT／AGT の細胞内局在の

意義」150万円（新規）

（2）厚生科学研究費

厚生労働省ヒトゲノム・再生医療等研究事業　臓器移植の社会基盤に向けての研究－病院開発

モデル作成（静岡県）600万円

（4）財団助成金

影山慎二　日本オルガノン　Can persistug detrusor hyperreflexia afterTURP in patients with

BPH 50万円

（5）受託研究または共同研究

平野恭弘　大鵬薬品工業　腫瘍組織内の TS（Thymidy la te  Synthase）および DPD

（Dihydropyrimidine Dehydrodrogenase）の測定研究　13万円

6 特定研究などの大型プロジェクトの代表，総括

7 学会活動
平成13年度

（1）特別講演・招待講演回数 9件

（2）国際・国内シンポジウム発表数 10件

（3）学会座長回数 16件

（4）学会開催回数 1件

（5）学会役員等回数 26件

（1）学会における特別講演・招待講演

1．鈴木和雄（2001）炭酸ガス気腹を用いない，ハンドアシスト法併用腹腔鏡下生体腎ドナー腎摘

除術，中華内視鏡外科醫學會　腹腔鏡下手術ワークショップ，4 月　台南市，台湾

2．鈴木和雄（2001）泌尿器科疾患における腹腔鏡手術の現況と展望，第82回東北大学泌尿器科

学教室談話会， 6 月　仙台市

3．鈴木和雄（2001）鏡視下ドナー腎摘除術，第13回山梨腎移植研究会　8 月　山梨県中巨摩郡
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－259－

4．鈴木和雄（2001）腹腔鏡下前立腺全摘除術，釧路市泌尿器科医会学術講演会，8 月　釧路市

5．鈴木和雄（2001）腎・前立腺癌に対する腹腔鏡下手術，第10回大阪泌尿器手術手技研究会，

10月，大阪市

6．藤田公生（2001）献腎の諸問題，第 5 回秋田腎不全研究会，12月　秋田市

7．鈴木和雄（2002）静岡県における献腎移植推進活動について第 1 回　埼玉県市民公開講座

－現在の腎臓移植－　2 月　さいたま市

8．鈴木和雄（2002）静岡県における献腎移植推進活動について，全国腎臓バンク協議会　3 月　

名古屋市

9．鈴木和雄（2002）生体腎移植における鏡視下ドナー腎摘除術，福岡市腎不全合同カンファラン

ス 3 月　福岡市

（2）国際・国内シンポジウム発表

1．Suzuki K. (2001) Laparoscopic adrenalectomy: operative procedure, transperitoneal approach,

retroperitoneal approach, results and comments. English speaking Intensive Course in

Laparoscopic Techniques <Urology>, June, Strasbourg, France

2．Aoki M., Suzuki K., Kageyama S., Ushiyama T., Fujita K., (2001) INDICATIONS FOR

LAPAROSCOPIC SURGERY FOR ADRENAL TUMORS: BASED ON OUR CLINICAL EX-

PERIENCE OF 126 CASES. 19TH WORLD CONGRESS ON ENDOUROLOGY AND SWL,

November, Bangkok, Thailand

3．Suzuki K., Ishikawa A., Kageyama S., Ushiyama T., Fujita K., (2001) HAND-ASSISTED

TECHNIQUE SIGNIFICANTLY SHORTEN THE OPERATING TIME OF

RETROPERITONEOSCOPIC LIVE DONOR NEPHRECTOMY. 19TH WORLD CONGRESS

ON ENDOUROLOGY AND SWL, November, Bangkok, Thailand

4．Suzuki K., (2001) ACCESS THECHNIQUE FOR LAPAROSCOPIC ADRENALECTOMY.

19TH WORLD CONGRESS ON ENDOUROLOGY AND SWL, November, Bangkok, Thai-

land

5．鈴木和雄，牛山知己，藤田公生（2001）腹腔鏡下前立腺全摘除術の手技的問題点，第89回日

本泌尿器科学会総会，4 月　神戸市

6．鈴木和雄（2001）静岡県における献腎移植普及活動について，第17回腎移植・血管外科研究

会，6 月　奈良県新吉野温泉

7．鈴木和雄，平野恭弘，影山慎二，牛山知己，藤田公生（2001）Recent Advances in Adrenal

Surgery：The Nine Year Experience with Laparoscopic Adrenalectomy， 第26回日本外科

系連合学会学術集会，6 月　東京都

8．鈴木和雄（2001）腹腔鏡下根治的前立腺摘除術，第15回日本 Endourology・ESWL 学会総会，

11月　名古屋市

9．牛山知己（2001）泌尿器癌に対する腹腔鏡下手術の試み，第51回日本泌尿器科学会中部総会，

11月　大阪市

10．牛山知己（2001）腎・上部尿路に対する腹腔鏡下手術の成績と将来展望，第14回日本内視鏡
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外科学会総会，9 月　札幌市

（3）座長をした学会名

鈴木和雄　第13回日本内分泌外科学会

第 6 回臓器移植勉強会

第31回日本腎臓学会東部学術大会

第18回静岡県腎不全研究会

19th World Congress on Endourology

平成13年度厚生科学研究補助金事業

第 8 回静岡県腎移植研究会

第37回日本移植学会

第35回日本腎移植臨床研究会

第19回静岡県腎不全研究会

牛山知己　日本超音波医学会第16回中部地方会

第51回日本泌尿器科学会中部総会

第14回日本 EE 学会総会

影山慎二　第216回日本泌尿器科学会東海地方会

平野恭弘　第19回静岡県腎不全研究会

速水慎介　第215回日本泌尿器科学会東海地方会

（4）主催する学会名

第19回浜松カンファランス（2001）7 月　浜松

（5）役職についている学会名とその役割

藤田公生　日本泌尿器科学会理事

日本泌尿器科学会中部連合会運営委員

日本泌尿器科学会東海地方会運営委員

日本腎臓学会法人評議員

日本化学療法学会評議員

日本 Endourol ESWL 学会理事

日本内視鏡外科学会評議員

鈴木和雄　日本腎臓学会　評議員

日本内分泌学会　評議員

日本泌尿器科学会　ボーティングメンバー

日本 Endourology・ESWL 学会　評議員・将来検討委員会委員・教育委員会委員

日本内分泌外科学会　評議員

日本内視鏡外科学会　評議員

日本内分泌外科学会　評議員・編集委員会委員
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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日本移植学会　評議員

日本透析医学会　評議員・認定医認定委員会委員

日本医科器械学会　評議員

Gasless Laparoscopic & Endoscopic Society　会員・理事

牛山知己　日本泌尿器科学会　ボーディングメンバー

日本 Endourology・ESWL 学会　評議員

日本内分泌外科学会　評議員

日本内分泌学会　代議員

日本超音波医学会中部地方会　運営委員

影山慎二　日本排尿機能学会　評議員

日本 Endourology/ESWL 学会　評議員

日本腎臓学会　学術評議員

8　学術雑誌の編集への貢献
平成13年度

学術雑誌編集数 7件

1．藤田公生　Int J Urol

日本泌尿器科学会雑誌

日本外科系連合雑誌

日本 EE 学会雑誌

泌尿器外科

泌尿器紀要

2．鈴木和雄　日本内分泌外科学会

9 共同研究の実施状況
平成13年度

（1）国際共同研究 0件

（2）国内共同研究 2件

（3）学内共同研究 1件

（2）国内共同研究

影山慎二（名古屋大学医学部泌尿器科ほか）高齢者排尿管理マニュアル

（静岡県立大学薬学部）ヒト膀胱の加齢にともなう変化について

（3）学内共同研究

影山慎二，高山達也（産婦人科）尿路結石産生に関わるメカニズム
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10　産学共同研究
平成13年度

産学共同研究 3件

1．鈴木和雄（オリンパス光学工業）遠隔操作によるロボット内視鏡下手術装置の開発と臨床応用

2．影山慎二（日本オルガノン製薬）加齢に伴う前立腺肥大症による神経受容体変化

3．速水慎介（帝国臓器製薬）前立腺肥大におけるエストロゲンの果たす役割について

11　受　　賞（学会賞等）
1．影山慎二　第 8 回日本神経因性膀胱学会賞

第 2 回オルガノン学術奨励賞

12　研究プロジェクト及びこの期間中の研究成果概要
1．ロボット内視鏡下手術装置の開発：オリンパス光学工業社製視野移動式腹腔鏡システム

（ImageTrac System）を購入し，種々の泌尿器科内視鏡下手術を施行した．内視鏡下手術用鉗子

に装着したコントローラーを用いて術者がカメラコントロールを行った。視野移動操作の安全性，

確実性は実証されたが，今後の改良点として装置の軽量化，光学視管の細径化，1-CCD から 3-CCD

カメラへの変更などが指摘された。

　画像転送装置の小型化・高速化：遠隔手術用情報伝達装置の小型化，軽量化を実現した．光ファ

イバー回線に対応可能な通信ソフトを用いて遠隔手術用コンピューター装置，ソフトを開発した．

豚を用いた基礎的検討：本学泌尿器科医局に遠隔操作ユニットを，本学動物実験センターに視野

移動式腹腔鏡システムを設置し，これらを光ファイバーで接続した。動物実験センターにて豚を

用いた内視鏡下手術を施行し，泌尿器科医局からの遠隔操作による内視鏡視野の移動，音声およ

び手術用テレビモニター上の矢印による遠隔地手術指導を行った。内視鏡画像，音声，モニター

レイアウト表示はリアルタイムに鮮明，的確に伝送され，遠隔内視鏡下手術の安全性が確認され

た。

　上記の結果を踏まえて，臨床応用を行った。手術は患者から文書によるインフォームドコンセ

ントを得た後施行した。安全性を期するため，同一手術室内に遠隔操作ユニットおよび視野移動

システムを設置し，これらを光ファイバーで接続し，遠隔手術（腹腔鏡下前立腺全摘除術）を施

行した。テレロボティックカメラコントロールは的確に作動し，内視鏡画像および遠隔地からの

手術指導は鮮明に伝送された。遠隔操作による視野移動，手術指導の有用性が確認された。今後，

全国を網羅する光ファイバーネットワークを利用するために必要な信号伝送方式の変更などを計

画している。

以上の研究成果を国内外で発表した。

（鈴木和雄）

2．静岡県では平成11年度より本研究に参加し，すでに平成 8 年度より設置されている院内移植

コーディネーターを中心に病院開発モデルを構築してきた。平成11年度に本研究に参加した施設

は 5 施設であったが，本年度には16施設となり，試行錯誤を重ね，本年度の静岡県全体の献腎数
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は 22腎増加した。これは平成 2 年のピーク時の20腎の献腎を上回るものとなった（図 . 1）。11

年度からの改善点としては 1．ポテンシャルドナーの定義を明確化し，2．個票はポテンシャルド

ナーと考えられるものに限定をし，3．各個票の評価を行い，各病院にその評価を持ち帰って検討

していただいたことである。

　本研究を 3 年間継続して，3 年目となる本年度に飛躍的に献腎数が増加した要因としては，協

力参加施設が増加したこともあるが，各施設で献腎に対する認識が高まり，患者家族にできるだ

け情報を示してきたことによると考えられる。また，本研究を遂行することにより，移植医，県

移植コーディネーター，県行政が協力し，各施設に設置された院内移植コーディネーターをキー

マンとして，移植医療の普及啓発活動が効率よく行われてきたことが，そのベースにあるだろう。

また，院内移植コーディネーターについても，毎月行われる症例個票検討会に出席することによ

り，各施設の移植医療への取り組み方，情報入手のありかたを改善することができた。さらに提

供現場の医師，関係部署との関係を良好にたつことにより，正確な，より早期の情報を得ること

が可能となった。これらは本研究の有用性を示すものである。

（鈴木和雄，大田原佳久）

3．我々は副腎腫瘍の有する malignant potential をテロメラーゼ活性の測定によって予測できる

か検討するために本研究期間内に経験した副腎腫瘍手術検体を用いてテロメラーゼ活性を測定し，

テロメラーゼ陽性症例について再発・転移の有無を追跡し臨床的有用性を明らかにしようと研究

を行った。

　今年度に手術を受けた副腎腫瘍患者で informed consent を得た上で，副腎腫瘍のテロメラーゼ

活性を測定可能だったのは 8 症例，8 検体だった。このうち 1 検体がテロメラーゼ陽性だった。

陽性症例の病理診断は転移性副腎腫瘍（肺原発）だった。術後全身化学療法を施行後現在経過観

察中である。テロメラーゼ陰性だった他の 7 検体の病理診断は良性副腎腫瘍だった。

　平成12年度とあわせると12検体のテロメラーゼ活性測定を行い，1 検体（ 8 ％）で陽性だっ

た。我々が本課題研究を開始する以前に1997年から行ってきた80検体の副腎腫瘍におけるテロメ

ラーゼ活性の結果とあわせると，92検体中11検体（12％）でテロメラーゼ陽性だった。陽性だっ

た11検体のうち病理学的に悪性と診断されたのは 5 検体だった。他のテロメラーゼ陽性 6 検体

は病理学的に良性と診断された腫瘍だった。6 検体の病理診断はそれぞれ，皮質腺腫 2 件，皮質

過形成 1 件，褐色細胞腫 1 件，骨髄脂肪腫 1 件，副腎結核 1 件だった。これら 6 例のうち皮質

腺腫と診断された 1 例で術後14ヶ月目に腹腔内再発を認め，褐色細胞腫と診断された 1 例で，術

後36ヶ月目に局所再発，55ヶ月目に多発骨転移を認めた。両者とも悪性腫瘍としての臨床経過を

たどった。

　以上の結果から，良性と悪性の鑑別が困難な副腎腫瘍におけるテロメラーゼ活性測定の有用性

が示唆された。テロメラーゼ陽性腫瘍は病理学的に良性と診断された場合でも悪性の経過をたど

り得る可能性があり，厳重な経過観察が必要と考えられた。

（平野恭弘）

13　この期間中の特筆すべき業績，新技術の開発
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14　研究の独創性，国際性，継続性，応用性

15　新聞，雑誌等による報道
1．平野恭弘（2001）がん治療もオーダーメードに（シリーズ生命科学の最先端），静岡新聞，6 月

2 日

2．大田原佳久（2001）臓器移植の現状と課題は，静岡新聞，6 月 22日

3．大田原佳久（2001）ドナーの遺族に聞く，毎日新聞，11月 15日

4．鈴木和雄（2002）遠隔操作で内視鏡外科手術へ（シリーズ生命科学の最先端），静岡新聞，2 月

2 日

5．影山慎二（2002）尿失禁と膀胱平滑筋の収縮（シリーズ生命科学の最先端），静岡新聞，2 月 9

日

6．青木雅信（2001）前立腺がん診断の花形PSA（シリーズ生命科学の最先端），静岡新聞，7 月14

日


